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平成２６年第１回長与町議会定例会 

議事日程（第４号） 

                         平成２６年 ３月１０日（月） 

                         午  前  ９時３０分 開議 

日程 議案番号 件         名 備 考

１ １ 附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例 ※総務

２ ２ 
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例 
※総務

３ １６ 
長与町ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例 
※総務

４ １７ 
長与南交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例 
※総務

５ ２０ 
長与駅コミュニティホールの設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例 
※総務

６ ２１ 長与町駐車場条例の一部を改正する条例 ※総務

７ ３ 
長与町立公民館の設置、管理及び職員に関する条例の一部

を改正する条例 
※文厚

８ ４ 
上長与地区公民館の特別施設使用料条例の一部を改正する

条例 
※文厚

９ ５ 
長与町民文化ホールの設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例 
※文厚

１０ ６ 
長与町宿泊研修施設「つどいの家」の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例 
※文厚

１１ ７ 
長与北部地区多目的研修集会施設の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例 
※文厚

１２ ８ 
長与町農民健康増進施設上長与体育館の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例 
※文厚

１３ ９ 長与町勤労青少年ホーム条例の一部を改正する条例 ※文厚

１４ １０ 長与町働く婦人の家条例の一部を改正する条例 ※文厚

１５ １１ 
長与町武道館の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例 
※文厚

１６ １２ 長与町立学校体育施設使用料条例の一部を改正する条例 ※文厚
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１７ １３ 
長与町海洋スポーツ交流館の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例 
※文厚

１８ １８ 
長与町老人福祉センター「丸田荘」設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例 
※文厚

１９ １９ 
長与町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正す

る条例 
※文厚

２０ １４ 長与町都市公園条例の一部を改正する条例 ※建産

２１ １５ 
長与町ウォーキングセンター潮井崎交流館の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例 
※建産

２２ ２２ 
長与町一般公共海岸占用料及び土石採取料徴収等条例の一

部を改正する条例 
※建産

２３ ２３ 
長与町営住宅の設置、整備及び管理に関する条例の一部を

改正する条例 
※建産

２４ ２４ 長与町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 ※建産

２５ ２５ 町道路線の認定について ※建産

２６ ２６ 
平成２５年度長与町水道事業会計資本剰余金の処分につい

て 
※建産

２７ ２７ 
平成２５年度長与町下水道事業会計資本剰余金の処分につ

いて 
※建産

２８ ２８ 平成２５年度長与町一般会計補正予算（第４号） ※総務

２９ ２９ 
平成２５年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号） 
※文厚

３０ ３０ 
平成２５年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号） 
※文厚

３１ ３１ 平成２５年度長与町介護保険特別会計補正予算（第２号） ※文厚

３２ ３２ 
平成２５年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特

別会計補正予算（第２号） 
※建産

３３ ３３ 平成２５年度長与町水道事業会計補正予算（第２号） ※建産

３４ ３４ 平成２５年度長与町下水道事業会計補正予算（第２号） ※建産

３５ ３５ 平成２６年度長与町一般会計予算 ※総務

３６ ３６ 平成２６年度長与町駐車場事業特別会計予算 ※総務
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３７ ３７ 平成２６年度長与町国民健康保険特別会計予算 ※文厚

３８ ３８ 平成２６年度長与町後期高齢者医療特別会計予算 ※文厚

３９ ３９ 平成２６年度長与町介護保険特別会計予算 ※文厚

４０ ４０ 
平成２６年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特

別会計予算 
※建産

４１ ４１ 平成２６年度長与町水道事業会計予算 ※建産

４２ ４２ 平成２６年度長与町下水道事業会計予算 ※建産

４３ 発委１ 議会広聴調査特別委員会設置についての決議  

                              ※付託予定の委員会 
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                             （開会 ９時３０分） 

議  長 （山口経正議員） 

 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから、本日の会議を開きます。 

 日程第１、議案第１号、附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条

例を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 皆さん、おはようございます。よろしくお願いします。 

 では、議案第１号、附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例に

ついて、提案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の改正は、農業委員会の附属機関である長与町農業労働力調整協議会

を廃止するため、同協議会に関する規定を削るものでございます。 

 附則につきましては、条例の施行日を平成２６年４月１日と定めるもので

ございます。 

 以上が本議案の内容でございます。御審議のほどよろしくお願い申し上げ

ます。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第１号は、総務常任委員会に付託します。 

 お諮りします。 

 ただいま総務常任委員会に付託しました議案第１号は、会議規則第４６条

第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう、期限をつけ

ることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号は、３月１９日までに審査を終了するよう、期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第２、議案第２号、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 
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 それでは、議案第２号、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例について、提案理由の御説明を申し上げ

ます。 

 今回の改正は、報酬の根拠を明確にするため、特別職の職員で非常勤のも

のを追加し、農業委員会の附属機関である長与町農業労働力調整協議会を廃

止するため、同協議会に関する規定を削るとともに、所要の改正を行うもの

でございます。 

 特別職の職員で非常勤のものの追加につきましては、別表中の介護保険専

門員の報酬の額に関する規定を改正し、また、当該専門員の次に介護保険認

定調査員、徴収嘱託員、介護相談員、介護相談訪問看護師、障害者相談支援

専門員、ひばり学級療育指導員、原爆被爆者健康生活相談員、障害支援区分

認定調査員及び長与町弗化物洗口推進協議会委員等を新たに追加し、それぞ

れの報酬額を規定するものでございます。 

 附則につきましては、条例の施行日を平成２６年４月１日と定めるもので

ございます。 

 以上が本議案の内容でございます。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第２号は、総務常任委員会に付託します。 

 お諮りします。 

 ただいま総務常任委員会に付託しました議案第２号は、会議規則第４６条

第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう、期限をつけ

ることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第２号は、３月１９日までに審査を終了するよう、期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第３、議案第１６号、長与町ふれあいセンターの設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例、日程第４、議案第１７号、長与町南交流セン

ターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例、日程第５、議案第

２０号、長与駅コミュニティホールの設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例、日程第６、議案第２１号、長与町駐車場条例の一部を改正する

条例を一括議題とします。 
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 ただいま一括議題としています議題について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 ただいま一括提案となりました議案第１６号、１７号、２０号、２１号の

４議案につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

 消費税率の引き上げについては、社会保障の安定財源の確保等を図る税制

の抜本的な改革を行うための消費税法の一部を改正する等の法律、及び社会

保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための地方税法及

び地方交付税法の一部を改正する法律において定められており、平成２６年

４月１日から８％に引き上げることとされています。 

 今回の条例改正は平成２６年４月１日からの消費税率の引き上げを踏まえ、

使用料に関する規定を改正するとともに、あわせて所要の改正を行うもので

あります。 

 なお、附則において、施行日を平成２６年４月１日とし、必要に応じて経

過措置を規定しております。 

 では、改正について、御説明をいたします。 

 議案第１６号、長与町ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例につきましては、消費税率の割合、端数計算について規定

する第８条第３項を削り、別表の料金額を改めること等を行うとともに、所

要の改正をいたしております。 

 議案第１７号、長与南交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例につきましては、端数計算について規定する第８条第３項を削

り、別表の料金額を改めるとともに、所要の改正をいたしております。 

 議案第２０号、長与駅コミュニティホールの設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例につきましては、消費税率の割合、端数計算について規

定をする第７条第３項を削り、別表の料金額を改めること等を行うとともに、

所要の改正をいたしております。 

 議案第２１号、長与町駐車場条例の一部を改正する条例につきましては、

消費税率の割合、端数計算について規定する第３条第３項を削り、別表の料

金額を改めること等を行っております。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 まず、議案第１６号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第１７号についての質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 
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 次に、議案第２０号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第２１号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第１６号、議案第１７号、議案第２０号、

議案第２１号は、総務常任委員会に付託します。 

 お諮りします。 

 ただいま総務常任委員会に付託しました議案第１６号、議案第１７号、議

案第２０号、議案第２１号は、会議規則第４６条第１項の規定によって、３

月１９日までに審査を終了するよう、期限をつけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第１６号、議案第１７号、議案第２０号、議案第２１号は、

３月１９日までに審査を終了するよう、期限をつけることに決定しました。 

 日程第７、議案第３号、長与町立公民館の設置、管理及び職員に関する条

例の一部を改正する条例、日程第８、議案第４号、上長与地区公民館の特別

施設使用料条例の一部を改正する条例、日程第９、議案第５号、長与町民文

化ホールの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例、日程第１０、

議案第６号、長与町宿泊研修施設「つどいの家」の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例、日程第１１、議案第７号、長与北部地区多目的研

修集会施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例、日程第１２、

議案第８号、長与町農民健康増進施設上長与体育館の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例、日程第１３、議案第９号、長与町勤労青少年ホ

ーム条例の一部を改正する条例、日程第１４、議案第１０号、長与町働く婦

人の家条例の一部を改正する条例、日程第１０号、議案第１１号、長与町武

道館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例、日程第１６、議案

第１２号、長与町立学校体育施設使用料条例の一部を改正する条例、日程第

１７、議案第１３号、長与町海洋スポーツ交流館の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例、日程第１８、議案第１８号、長与町老人福祉セン

ター「丸田荘」設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例、日程第１

９、議案第１９号、長与町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正

する条例を一括議題とします。 

 ただいま一括議題としています議案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 
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町  長 （吉田愼一君） 

 ただいま一括提案となりました議案第３号から１３号まで及び第１８号、

１９号の１３議案につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の改正は、平成２６年４月１日からの消費税率の引き上げを踏まえ、

使用料等に関する規定を改正するとともに、あわせて所要の改正を行うもの

です。 

 なお、附則において、施行日を平成２６年４月１日とし、必要に応じて経

過措置を規定しております。 

 では、改正内容について、御説明いたします。 

 議案第３号、長与町立公民館の設置、管理及び職員に関する条例の一部を

改正する条例につきましては、消費税率の割合、端数計算について規定する

第１０条第３項を削り、別表の料金額を改めること等を行うとともに、所要

の改正をいたしております。 

 議案第４号、上長与地区公民館の特別施設使用料条例の一部を改正する条

例につきましては、別表の料金額を消費税及び地方消費税を含む額と規定す

るとともに、所要の改正をいたしております。 

 議案第５号、長与町民文化ホールの設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例につきましては、第８条第１項の消費税率の割合に関する規定を

削り、別表の料金額を改めること等を行っております。 

 議案第６号、長与町宿泊研修施設「つどいの家」の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例につきましては、消費税率の割合、端数計算につ

いて規定する第７条第２項を削り、別表の料金額を改めること等を行ってお

ります。 

 議案第７号、長与北部地区多目的研修集会施設の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例につきましては、消費税率の割合、端数計算につい

て規定する第８条第３項を削り、別表の料金額を改めること等を行うととも

に、所要の改正をいたしております。 

 議案第８号、長与町農民健康増進施設上長与体育館の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例につきましては、消費税率の割合、端数計算に

ついて規定する第８条第２項を削り、別表の料金額を改めること等を行うと

ともに、所要の改正をいたしております。 

 議案第９号、長与町勤労青少年ホーム条例の一部を改正する条例につきま

しては、消費税率の割合、端数計算について規定する第１０条第３項を削り、

別表の料金額を改めること等を行うとともに、所要の改正をいたしておりま

す。 

 議案第１０号、長与町働く婦人の家条例の一部を改正する条例につきまし

ては、消費税率の割合、端数計算について規定する第１０条第３項を削り、

別表の料金額を改めること等を行うとともに、所要の改正をいたしておりま

す。 

 議案第１１号、長与町武道館の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例につきましては、消費税率の割合、端数計算について規定する第８条
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第２項を削り、別表の料金額を改めております。 

 議案第１２号、長与町立学校体育施設使用料条例の一部を改正する条例に

つきましては、消費税率の割合、端数計算について規定する第５条第２項を

削り、別表の料金額を改めること等を行うとともに、所要の改正をいたして

おります。 

 議案第１３号、長与町海洋スポーツ交流館の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例つきましては、別表の料金額を改めること等を行ってお

ります。 

 議案第１８号、長与町老人福祉センター「丸田荘」設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例つきましては、第８条第２項の消費税率の割合、

端数計算に関する規定を改め、別表の料金額を改めること等を行うとともに、

所要の改正をいたしております。 

 議案第１９号、長与町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正す

る条例つきましては、第９条第１項第２号の消費税率の割合、端数計算に関

する規定を削り、料金額を改めること等を行うとともに、所要の改正をいた

しております。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いを申し上げます。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 まず、議案第３号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第４号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第５号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第６号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第７号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第８号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第９号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第１０号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第１１号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第１２号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第１３号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第１８号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第１９号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第３号、議案第４号、議案第５号、議案

第６号、議案第７号、議案第８号、議案第９号、議案第１０号、議案第１１

号、議案第１２号、議案第１３号、議案第１８号、議案第１９号は、文教厚

生常任委員会に付託します。 

 お諮りします。 

 ただいま文教厚生常任委員会に付託しました議案第３号、議案第４号、議

案第５号、議案第６号、議案第７号、議案第８号、議案第９号、議案第１０

号、議案第１１号、議案第１２号、議案第１３号、議案第１８号、議案第１

９号は、会議規則第４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を

終了するよう、期限をつけることにしたいと思います。 
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 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号、議案第４号、議案第５号、議案第６号、議案第７号、

議案第８号、議案第９号、議案第１０号、議案第１１号、議案第１２号、議

案第１３号、議案第１８号、議案第１９号は、３月１９日までに審査を終了

するよう、期限をつけることに決定しました。 

 日程第２０、議案第１４号、長与町都市公園条例の一部を改正する条例、

日程第２１、議案第１５号、長与町ウオーキングセンター潮井崎交流館の設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例、日程第２２、議案第２２号、

長与町一般公共海岸占用料及び土石採取料徴収等条例の一部を改正する条例、

日程第２３、議案第２３号、長与町営住宅の設置、整備及び管理に関する条

例の一部を改正する条例を一括議題とします。 

 ただいま一括議題としています議案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 ただいま一括提案となりました議案第１４号、１５号、第２２号、２３号

の４議案につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の改正は、平成２６年４月１日からの消費税率の引き上げを踏まえ、

使用料等に関する規定を改正するとともに、あわせて所要の改正を行うもの

でございます。 

 なお、附則において、施行日を平成２６年４月１日とし、必要に応じて経

過措置を規定をしております。 

 では、改正内容について、御説明をいたします。 

 議案第１４号、長与町都市公園条例の一部を改正する条例につきましては、

消費税率の割合、端数計算について規定する第９条第３項及び第４項を削り、

別表において都市公園を占用する占用物件、単位及び占用料に関する規定を

整理し、都市公園使用料の額を改めること等を行うとともに、所要の改正を

いたしております。 

 議案第１５号、長与町ウオーキングセンター潮井崎交流館の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例につきましては、消費税率の割合、端数

計算について規定する第７条第４項を削り、別表の料金の額を改めること等

を行うとともに、所要の改正をいたしております。 

 議案第２２号、長与町一般公共海岸占用料及び土石採取料徴収等条例の一

部を改正する条例につきましては、第６条第２項の消費税率の割合を改めて

おります。 

 議案第２３号、長与町営住宅の設置、整備及び管理に関する条例の一部を

改正する条例につきましては、別表の料金の額を改めるとともに、所要の改

正をいたしております。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 
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議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 まず、議案第１４号について、質疑はありませんか。 

 １８番、河野龍二議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 今の上程で、いわゆる消費税に係る住民の皆さんの負担する利用料に消費

税の８％分を賦課するといいますか、賦課ではなくて、使用料に上乗せする

というところの条例が全て上程されたわけですけども、そういう意味では、

まずは１４号に限らずですが、消費税の考え方というのは、事業者がかかる

経費に対して消費税を支払って、売り上げに消費税を転嫁することで残った

額を、いわゆるもらった消費税から払った消費税を引いた残りを消費税とし

て納めるというのが消費税の考え方ですね。 

 そういった意味では、公共団体は消費税を納税する義務がないわけですか

ら、今回、ずっと５％分もそうだったんですけども、８％にするということ

は、つまり納める必要のない消費税を住民の皆さんからいただくというふう

な仕組みになるわけで、そういう意味では、今回８％にすることで消費税と

しての収入額がどれくらいふえるのか、まずそこら辺をお伺いしたい。そこ

が１点です。 

 もう一つは、そういう意味では、納める消費税がないわけですから、これ

までの金額のままで８％を上乗せすると、いわゆる内税でですね。実質は負

担増にならないというふうな、そういう改定にできなかったものなのかです

ね。ここが２点目です。 

 まずはそこを２つ、お伺いしたいというふうに思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 総務部長。 

総務部長 （中山祐一君） 

 まず第１点目の影響額ですかね、につきましては、施設使用料等について

は、今回、国体等があって使用制限がかなりかかりますので、全体とすれば、

収入自体には大幅な収入増にはならないかというふうには思っておりますけ

れども、一応、今度料金見直しの基本的な考え方としましては、まず８％上

乗せをして内税方式にする。それは１０円未満を切り捨てて、１時間単価、

例えば今まで１時間１００円であったものは、２時間利用した場合には２１

０円という形になってたんですけれども、今回は１時間当たりでもう単価を

決めてしまいましたので、利用者の方々についてもわかりやすい形になった

かというふうに思っております。 

 それと、冷暖房関係の使用料につきましても、以前からいろいろ問題にな

っておりましたけれども、１００円硬化を入れて１時間１００円とすれば、

２時間して２００円のコインを入れて、あと１０円オーバーした分を納付書

で払っていただくという形をとってたんですけども、そういうのをなくして、

もう１時間１００円で、２時間使えばもうそのまま２００円と。利用者の方

にもわかりやすい形にするということで、まず基本的には考えております。 
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 そういうことで、あと議員さんがおっしゃいましたように、一般会計につ

きましては、仕入れに利用した消費税額と町が負担する消費税額は同額とい

うことで、一般会計につきましては、差し引きゼロということで納めなくて

もよろしいというふうな形に結果的にはなっておりますが、あとの企業会計

等については課税対象となっておりますので、その辺については今までどお

り１,０００万超えた分については納付義務が発生するという形にはなろう

かと思います。 

 それで、施設使用料につきましては、まず大体の施設が町民無料という形

をとっておりますので、町民の方々に対しての負担増というのは余りないん

じゃないか、影響はないんじゃないかというふうに考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 一番最初の、どれくらい収入がふえるのかという部分ですたいね、８％で。

そこら辺をもう一度お答えしていただきたいのと、確かに見る中では、施設

の、特にわかりやすく言うと、部屋代ですね。 

 部屋代は町民の皆さんは取ってないと。冷暖房はかわらない、いわゆる内

税で変えたということで、施設によっては負担増がない部分がありますけど

も、負担増が当然ある施設もあるわけですたいね。そういう意味では、先ほ

ど言いましたように、これまでの金額が８％の内税込みですよというふうな

形で、先ほど言いますように、この一般会計でいただく使用料は、消費税を

納税する義務がないわけですから、これまでの金額の中でいわゆる８％込み

だと。いわゆるこの８％分上乗せで金額を変えるんじゃなくて、そういう方

向性で検討できなかったのかという部分ですたいね。 

 そこを２点と、わかりやすくというふうな形で言われてましたけども、議

案第１４号の、特にここも私もわかりやすくお伺いしたいんですが、天満宮

グラウンドの使用料が出てますね。これは町民以外ですから、町民の皆さん

には直接関係ないんですけども、わかりやすいのが１,０８０円の使用料で

すね、グラウンドの半面、１時間１,０８０円。これはもともとの金額が１,

０００円で、８％上乗せして１,０８０円にしたというふうになってるんで

すけど、ほかの条例を見てみると、いわゆる１,０５０円の施設の使用料が

あった場合、これは８％上乗せして１,１３０円になってるんですよね。わ

かりますかね。ほかの議案にちょっと関連するんですけども、最初のほうの。

ちょっとほかの議案とかかわって、わかりやすくして、議案第３号で見ると、

大ホールの使用料が、ここもともとは１,０５０円。でも８％上乗せして１,

１３０円になってるんですよ。いわゆるそういう意味では、これは条例の今

までの統一してなかった関係でこういう形になってると思うんですけども、

大体もとの使用料は１,０００円ですよと、どちらもですね。５０円できて

た。グラウンドの使用料は１,０００円に対して５％を外税でもらうという

ふうな仕組みをしてたと。ただ、今度全てが内税にすると、こうやってもと

もと使用料が１,０００円だったのが１,１３０円になったり、１,０８０円
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になったりという意味では、この辺ももう少し統一してよかったんじゃない

かなという気がするわけですたいね。そこら辺を見ると、ちょっとわかりに

くいかなと。１,０００円だったんですけど、１,０８０円にしました。１,

０００円に５０円もらってて１,０５０円だったんですけど、１,１３０円に

しましたと。こういう統一感が少しないかなというふうに感じてはいるんで

すけども、この辺はどういうふうに考えられたのかですかね。 

 ですから２点、もとの金額を変えずに、いわゆる８％を内税でできなかっ

たのかと、そういう条例の問題になってくるのかもしれませんけども、そう

いうわかりづらい数字が出ているところの統一する考えがなかったのか、２

点お伺いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 総務部長。 

総務部長 （中山祐一君） 

 それでは、私のほうから収入の影響額ですかね。そこんところ全施設の分

の集計というのは、私はいただいてないんではっきりしたことは申し上げら

れませんけれども、全体的に考えますと、数十万、１００万まではいかない

んじゃないかというふうに思っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 生涯学習課長。 

生涯学習 （和泉嘉彦君） 

課  長  先ほど２点目の質問でございますけれども、ちょうど長与町立公民館の事

例が出ましたので、私のほうから答弁させていただきます。 

 大ホールにつきましては、これまで１,０５０円ということで金額を設定

をしております。これは消費税が５％が含まったから１,０５０円ではござ

いませんで、昼間の使用料７００円、これの１.５倍ということで夜間料金

が設定をされております。そういうことで１,０５０円。その１,０５０円に

１００分の８を掛けまして、端数を整理した上で１,１３０円と、そういう

ふうな設定をさせていただいておりまして、統一性がないということではご

ざいません。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 最後ですから、いや、何度も言いますけども、そういうこれを上程をする

ときに、もとの金額で金額を変えずに８％にするという考えがなかったのか

と。いわゆる今度、全てにおいて８％上乗せの金額に変わってますんで、も

との金額を変えずに８％に上乗せした金額にします。これ理解してますかね、

質問の中身が。 

 ちょっと私が説明が下手くそなのか、よくわからんですけども、金額を変

えずに消費税の８％込みの条例改定というのができなかったのかというとこ

ろを再度お伺いしたいのと、先ほどの、私が聞いてるのは、例えば今の公民

館と比較して１４号のいわゆるグラウンドの使用料ですね。だから、ここも、
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そうですね。逆に公民館のほうが、ちょっとわかりづらかった。実際そうな

んですかね。１,０５０円がもとの値段ですから、１,０００円に対して５％

を乗じた、いわゆるそれを使用料として取ってたんじゃないのかなと思うん

ですけどね。今ちょっと違う議案なんで、これは委員会の中で十分議論して

いきたいと思うんですけども、そこはいいです、そしたら。 

 ですから、その当初の考え方ですね。そこがもう一度答えていただいてな

いんで、答えをいただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 総務部長。 

総務部長 （中山祐一君） 

 私もちょっと言葉が不足してかと思うんですけども、まず、この消費税に

ついては、国のほうからもきちんと転嫁をしなさいという指導が来ておりま

すので、うちだけそうしないというわけにはいかないということもありまし

た。 

 料金を抑えた形に結局はなってるんですけれども、うちのほうが歳出のほ

うに影響する電気代であるとか、そういったものの支出、そっちについては

確実に値上げなり、消費税率アップの影響が出てきますので、結局うちのほ

う歳入を抑えるということにつきましては、持ち出しがそれだけふえていっ

てると、その辺も御理解いただきたいというふうに思っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 １４号について、所管から答弁ありませんか。 

 スポーツ振興課長。 

スポーツ （帯田由寿君） 

振興課長  先ほどお尋ねの消費税に伴う収入金額のアップ部分ということでございま

すが、私どもで、教育委員会の方で委託を受けております総合公園プール使

用料、テニス広場使用料、天満宮公園使用料、ふれあい広場使用料、町民体

育館使用料、総合運動公園広場使用料を合わせまして２４年度ベースで計算

をいたしました結果、２９万１,０８０円の収入となっております。以上で

す。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第１５号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第２２号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 
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 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第２３号について、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第１４号、議案第１５号、議案第２２号、

議案第２３号は、建設産業常任委員会に付託します。 

 お諮りします。 

 ただいま建設産業常任委員会に付託しました議案第１４号、議案第１５号、

議案第２２号、議案第２３号は、会議規則第４６条第１項の規定によって、

３月１９日までに審査を終了するよう、期限をつけることにしたいと思いま

す。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第１４号、議案第１５号、議案第２２号、議案第２３号は、

３月１９日までに審査を終了するよう、期限をつけることに決定しました。 

 日程第２４、議案第２４号、長与町道路占用料徴収条例の一部を改正する

条例を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第２４号、長与町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例につきま

して、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の改正は、道路法施行令の一部を改正する政令に伴い、占用料の改正

を行うものです。 

 主な改正内容でございますが、第２条第５項を第６項とし、同条第４項中、

「その端数を切り捨てる」を「これを切り捨てるものとする」に改め、同項

を同条第５項とし、同条３項の次に次の１項を加える。４、消費税法第６条

の規定により非課税とされるものを除くものについての占用料の額は、前３

項の規定により算定した額に「１００分の１０５」を「１００分の１０８」

を乗じて得た額とするに改め、別表を次のように改めるものです。 

 なお、附則におきましては、この条例施行日を平成２６年４月１日として

おります。 

 以上が本議案の提案理由でございます。御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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 １８番、河野龍二議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 この今回の議案第２４号ですが、道路法の施行令の変更、改正に伴うとい

うことで、ただこの占用料が見てみますと、軒並み減額されてますよね。例

えば第一種電柱が、ちょっとどう見ていいかよくわからないですけども、金

額が５５６.５円、５３０円と分かれてたのが、４３０円という、もう減額。

第二種電柱も８２０円、８６０円が６６０円にということで、まずはこの道

路法施行令が、なぜそういうふうに変わったかというのを少し詳しく説明し

ていただけないでしょうか。お願いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 管理課長。 

管理課長 （森 浩平君） 

 御説明いたします。 

 現在の道路占用料の区分は３種類、甲、乙、丙で地域別に行っておりまし

た。今回の道路法の改正により５種類、一種、二種、三種、四種、五種とい

う形になっております。それで長与町はその三種のうちに入りまして、一種

からの金額が徐々に下がってきておりまして、これは人口の割合とか、そう

いう土地の地代の価格とか、そういうので選定されておりますので、上位法

が変わりましたので、これでそのように行っております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 下がった理由というのはわかりますか、金額がなぜ下がったのか、その。 

 先ほどでいいますと、人口の割合、土地の価格の低下というふうなところ

なのか、ですか。そういう理由で金額がこの金額になってるということでち

ょっと。 

 というのも、先ほどの消費税の関係ではないですけども、住民の皆さんに

は使用するときに消費税の転嫁がされて、企業が営業活動、いわゆる利益、

営業活動ですたいね。こういうもの、ここに電柱を立てて、そら営業をして

いくと。そういう部分の占用料が下がるというのが、非常にどう捉えていい

のか。もっとこういうところは企業の営業活動、利益を求める営業活動ほど

一定の金額を取るというのが消費税で財源を確保するというふうなことをい

われてる中ではですよ、こういうのこそ、私は一定の金額をもらうというの

が妥当じゃないかなというふうに思うんで、この金額が下がった中身が少し

教えていただければ、非常に審議をしやすいかなというふうに、判断しやす

いかなというふうに思いますんで、そこ説明できれば、もう一度お願いした

いと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 管理課長。 

管理課長 （森 浩平君） 

 詳しくは私も説明できるかどうかわかりませんけども、先ほど述べたよう
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に、地価の価格の低下、それと人口の割合とか、そういうことで国のほうで

判断をいたしまして、こういう金額になっております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第２４号は、建設産業常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。 

 ただいま建設産業常任委員会に付託しました議案第２４号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう、期限

をつけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第２４号は、３月１９日までに審査を終了するよう、期限を

つけることに決定しました。 

 日程第２５、議案第２５号、町道路線の認定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第２５号、町道路線の認定につきまして、提案理由の御説明を申し上

げます。 

 議案の後に位置図、路線図を添付しておりますが、路線図では起点を丸、

終点を三角で表示しておりますので、御参照をください。 

 本議案は、道路法第８条第２項の規定により、町道路線の認定をお願いす

るものでございます。 

 認定する路線は、吉無田郷サニータウン４４号線１路線でございます。長

与南交流センター横の土地利用に伴い計画延長２９.３メートル、計画幅員

４メートルから５メートルの町道となる予定です。 

 以上、１路線の町道認定につきまして、御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 
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 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第２５号は、建設産業常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。 

 ただいま建設産業常任委員会に付託しました議案第２５号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう、期限

をつけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第２５号は、３月１９日までに審査を終了するよう、期限を

つけることに決定しました。 

 日程第２６、議案第２６号、平成２５年度長与町水道事業会計資本剰余金

の処分についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第２６号、平成２５年度長与町水道事業会計資本剰余金の処分につき

まして、提案理由の説明を申し上げます。 

 平成２５年度に実施した配水管布設がえ工事により、既設資産のうち用途

廃止になったものについて、その資産の帳簿価格から廃止価格を除外するに

当たり、取得時に財源の一部して充当しておりました工事負担金等１５９万

７,９８３円を、今回の資産の除却により発生する損失に充てるため、その

資本剰余金の処分につきまして、議会の議決を求めるものでございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第２６号は、建設産業常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。 

 ただいま建設産業常任委員会に付託しました議案第２６号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう、期限

をつけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第２６号は、３月１９日までに審査を終了するよう、期限を

つけることに決定しました。 

 日程第２７、議案第２７号、平成２５年度長与町下水道事業会計資本剰余

金の処分についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第２７号、平成２５年度長与町下水道事業会計資本剰余金の処分につ

きまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 平成２５年度除却資産のうち、池の原地区、下部地区、横道地区の３カ所

に設置しておりますマンホールポンプの制御盤取りかえに伴い、取得時に財

源の一部として充当しておりました国庫補助金等７８４万９,５５３円を今

回の資産の除却により発生する損失に充てるため、下水道事業会計資本剰余

金の処分について、議会の議決を求めるものでございます。 

 御審議のほどよろしく申し上げます。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第２７号は、建設産業常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。 

 ただいま建設産業常任委員会に付託しました議案第２７号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう、期限

をつけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第２７号は、３月１９日までに審査を終了するよう、期限を

つけることに決定しました。 

 日程第２８、議案第２８号、平成２５年度長与町一般会計補正予算（第４

号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 
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 議案第２８号、平成２５年度長与町一般会計補正予算（第４号）つきまし

て、提案理由の御説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ１億２,８３７万７,

０００円を減額いたしまして、補正後の総額を１１３億８,７６６万１,００

０円とするものでございます。 

 補正の主な内容につきまして、２ページからの第１表、歳入歳出予算補正

により御説明を申し上げます。 

 歳入の１款町税では、町民税、固定資産税及び都市計画税の現年課税分及

び滞納繰り越し分を増額計上いたしております。 

 ８款地方特例交付金は、交付額の決定により計上。 

 ９款地方交付税は、交付額の予算未計上分を計上いたしました。 

 １３款国庫支出金では、２４年度精算分に係る保育所運営費負担金の計上、

活力創出基盤整備総合交付金、町道新設改良事業費交付金、住宅・建築物耐

震改修事業補助金など、国庫補助金の交付予定額による減額計上及び平成２

４年度国の補正予算（第１号）に計上された公共事業の地方負担額を基礎に

交付される地域の元気臨時交付金を新規で計上いたしております。 

 １４款県支出金では、後期高齢者医療保険基盤安定負担金、２４年度精算

分に係る保育所運営費負担金、長崎鳥獣被害防止総合対策事業費補助金、長

崎県建築物耐震化事業補助金、個人県民税徴収取扱費委託金、市町村権限移

譲等交付金などを実績見込み、及び交付予定額により計上いたしております。 

 １５款財産収入では、財政調整基金を初め、各基金の運用収入を増額計上

いたしております。 

 １６款寄附金では、社会福祉寄附金１件、ふるさと長与応援寄附金２件、

合わせて３件の御寄附について計上させていただきました。 

 １７款繰入金では、財政調整基金及び郷土芸能大会の実績による文化振興

基金の繰入金の減額計上をいたしております。 

 ２ページ下段から３ページの１９款諸収入には、延滞金の増額計上と段ボ

ール・雑誌などの紙類、アルミ缶・スチール缶などの金属類などの資産売却

収入の増額計上及び宝くじの配分金である長崎県市町村振興協会市町村配分

金を交付額の決定により計上いたしました。 

 ２０款町債では、国の補正予算も含めた国庫支出金の交付予定額により各

事業の事業費の変更、特定財源の調整などに合わせた補正額を計上いたして

おります。 

 続いて、４ページからの歳出の主なものを御説明いたします。 

 ２款総務費では、危機管理専門員報酬及びそれに伴う社会保険料の減額、

財産管理費における需用費の増額及び平成２４年度決算に伴う公共施設等管

理公社補助金の減額、財政調整基金など各基金への積立金の増額。 

 ３款民生費では、長与町社会福祉協議会運営補助金の増額、西彼中央土地

開発公社が所有する土地を高田保育所用地として買い戻す経費、介護保険及

び後期高齢者医療特別会計への繰出金の増額などを計上いたしております。 
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 ４款衛生費では、歳入でも御説明いたしましたが、町民皆様の御協力によ

り収集された段ボール・雑誌などの紙類、アルミ缶・スチール缶などの金属

類などの資源売却収入を自治会に還元させていただく資源分別収集助成金の

増額、長与・時津環境施設組合負担金の減額を計上いたしております。 

 ６款農林水産業費では、不用額見込みにより品質向上対策事業補助金、長

崎鳥獣被害防止総合対策事業費補助金を減額計上いたしました。 

 ７款商工費では、信用保証料補給補助金の減額などを計上いたしました。 

 ８款土木費では、国の補助事業である市街地整備総合交付金事業の最終事

業費調整に係る補正、土地区画整理事業特別会計繰出金の減額、街路事業費

の事業費調整に係る減額、不用額見込みによる耐震診断補助金の減額などを

計上いたしております。 

 ４ページ下段及び５ページの１０款教育費では、各基金への積立金の増額、

文化祭出演謝礼及び文化財整備工事費を減額計上いたしております。 

 １２款公債費では、地方債に係る元金及び利子の最終見込みによる補正を

計上いたしております。 

 以上が歳入歳出予算補正の主な内容でございます。 

 続いて、６ページをお願いいたします。 

 第２表、繰越明許費では、第３款民生費、３項老人福祉費の地域介護・福

祉空間整備等補助金、以下６件につきまして、年度内の完了が困難であると

見込まれる繰り越し予定額をお願いいたしております。 

 ７ページをお願いいたします。 

 第３表、地方債補正では、土地区画整理事業、以下３件について、限度額

の変更をお願いいたしております。 

 以上が補正の主な内容でございます。 

 議案の後に、平成２５年度長与町一般会計補正予算（第４号）に関する説

明書を添付しておりますので、御参照いただき、御審議のほどよろしくお願

いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １９番、吉岡清彦議員。 

 １９番 （吉岡清彦議員） 

 １９番。説明書の１３ページの上段のほうに、寄附金で、ふるさと応援寄

附金ですかね、１２万ありますけども、これが人数的に何名なのか。あるい

はこのシステムによって、何か、お礼制度か何か、どういう形でやっている

のか、ちょっとそこのところを説明願います。 

議  長 （山口経正議員） 

 税務課長。 

税務課長 （田平俊則君） 

 ふるさと長与応援寄附金ですけども、これは件数が２件。２５年度はお礼

のほうはしておりません。以上です。 
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議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑ありませんか。 

 １８番、河野龍二議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 １８番。総務委員会に付託される予定なんで、そこで十分審議がされると

思いますが、１つだけ確認させていただきたいのが、８ページ、９ページの

地域活性化補助金の地域元気臨時交付金ですね、括弧書きでしてありますよ

うに経済活性化、雇用創出の交付金ということで、それが歳出でどういうよ

うな形で歳出されているのか、そこだけ確認させていただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 財務課長。 

財務課長 （宮崎 望君） 

 お答えいたします。 

 歳入のほうで地域元気臨時交付金１億７００万程度歳入で上げております

けども、歳出については、都市整備課所管の分で歳出は上げております。 

 具体的に申しますと、８款２項３目の分と、８款５項２目土地区画整理費、

その分で計上させていただいております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 ９番、森謙二議員。 

  ９番 （森 謙二議員） 

 ９番。ちょっと確認をしたいので質問いたします。歳入の９款で地方交付

税、聞き間違いかもしらんですけど、地方交付税が未計上だったっていうふ

うに回答があったんですけれども、ちょっとそれ説明していただけないでし

ょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 財務課長。 

財務課長 （宮崎 望君） 

 普通交付税を歳入で１億２,２２３万９,０００円上げとるんですけれども、

２５年度の普通交付税の決定額に対しまして、まだ予算を計上してない部分、

それがありましたので、今回の補正で未計上分を全て予算であらわすという

ことで、１億２,２２３万９,０００円を計上しているということでございま

す。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第２８号は、総務常任委員会に付託しま

す。 
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 お諮りします。 

 ただいま総務常任委員会に付託しました議案第２８号は、会議規則第４６

条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつけ

ることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第２８号は、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 場内の時計で１０時４５分まで休憩します。 

（休憩１０時３５分～１０時４５分） 

議  長 （山口経正議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 日程第２９、議案第２９号、平成２５年度長与町国民健康保険特別会計補

正予算（第２号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第２９号、平成２５年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開きください。今回の補正は、歳入歳出それぞれ９,

７４３万６,０００円を追加しまして、補正後の予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ４７億８,４６６万１,０００円とするものでございます。 

 それでは、歳入につきまして説明いたします。予算書の２ページをお開き

ください。１０款１項繰越金は、２５年度の繰越額が確定いたしましたので、

今回計上させていただいております。既定予算１億５,０８７万３,０００円

に９,７４３万６,０００円を追加補正し、繰越金総額を２億４,８３０万９,

０００円としております。 

 次に、歳出につきまして説明いたします。３ページをお開きください。１

２款１項予備費につきましては、２４年度実質収支から返還金を差し引いた

金額を計上しております。 

 以上が今回の補正の主な内容でございます。 

 なお、説明資料といたしまして平成２５年度長与町国民健康保険特別会計

補正予算（第２号）に関する説明書を添付しておりますので、御参照願いま

す。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 
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 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第２９号は、文教厚生常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。 

 ただいま文教厚生常任委員会に付託しました議案第２９号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう期限を

つけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第２９号は、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第３０、議案第３０号、平成２５年度長与町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第２号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第３０号、平成２５年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開きください。今回の補正は、既定の歳入歳出予算

の総額にそれぞれ６９９万２,０００円を追加し、補正後の予算の総額を３

億９,７６６万９,０００円とするものでございます。 

 それでは、歳入につきまして御説明いたします。予算書の２ページをお開

きください。１款後期高齢者医療保険料は、５８８万１,０００円を増額計

上いたしております。３款繰入金は、１１１万１,０００円を増額計上いた

しております。それぞれ最終見込み額での計上でございます。 

 次に、歳出について説明いたします。３ページをお開きください。２款１

項後期高齢者医療広域連合納付金に６９９万２,０００円を増額計上いたし

ております。最終見込み額により計上いたしております。 

 以上が今回の補正の主な内容でございます。 

 なお、説明資料といたしまして平成２５年度長与町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第２号）に関する説明書を添付しておりますので、御参照いた

だき、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 
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 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第３０号は、文教厚生常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。 

 ただいま文教厚生常任委員会に付託しました議案第３０号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう期限を

つけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３０号は、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第３１、議案第３１号、平成２５年度長与町介護保険特別会計補正予

算（第２号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第３１号、平成２５年度長与町介護保険特別会計補正予算（第２号）

につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開きください。今回の補正は、保険事業勘定は既定

の歳入歳出予算の総額にそれぞれ２６４万６,０００円を追加し、補正後の

予算の総額を２５億９,３７７万１,０００円とするものでございます。 

 それでは、歳入につきまして説明いたします。予算書の２ページをお開き

ください。３款国庫支出金、２項国庫補助金は、７２万９,０００円を計上

いたしております。消費税率引き上げに伴うシステム改修に対する補助金で

ございます。７款繰入金は、１９１万７,０００円を増額計上いたしており

ます。消費税率引き上げに伴う介護保険システム改修費の補助残分を計上い

たしております。 

 次に、歳出につきまして御説明いたします。３ページをお開きください。

１款総務費は、２６４万６,０００円を増額計上いたしております。消費税

率引き上げに伴う介護保険システム改修費でございます。 

 以上が今回の補正の主な内容でございます。 

 なお、説明資料といたしまして平成２５年度長与町介護保険特別会計補正

予算（第２号）に関する説明書を添付いたしておりますので、御参照いただ

き、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 
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 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第３１号は、文教厚生常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。 

 ただいま文教厚生常任委員会に付託しました議案第３１号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう期限を

つけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３１号は、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第３２、議案第３２号、平成２５年度長崎都市計画事業長与町土地区

画整理事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第３２号、平成２５年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特

別会計補正予算（第２号）につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開き願います。今回の補正は、歳入歳出それぞれ１

億８,８０５万８,０００円を減額いたしまして、補正後の総額を７億５,６

４１万６,０００円とするものでございます。 

 それでは、歳入について御説明いたします。予算書の２ページをお開きく

ださい。１款１項国庫補助金１億１３５万円、２款１項県補助金１,４１３

万９,０００円、４款１項一般会計繰入金７,２５６万９,０００円を補助事

業費の確定に伴う変更並びに職員の異動に伴う人件費等の変更に伴い減額計

上いたしております。 

 次に、歳出について御説明いたします。３ページをお開きください。１款

１項都市計画費１億８,２６２万６,０００円、３款１項公債費５４３万２,

０００円を減額計上いたしております。これは、歳入で御説明いたしました

補助事業費の確定に伴う変更による県事業委託料の減額と、職員の異動に伴

う人件費等の減額によるものでございます。続きまして、４ページをお開き

ください。繰越明許費として、高田南土地区画整理事業で１億３,６７１万

円をお願いいたしております。内容につきましては、工事２件となっており

ます。 

 以上が今回の補正予算の主な内容でございます。御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第３２号は、建設産業常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。 

 ただいま建設産業常任委員会に付託しました議案第３２号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう期限を

つけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３２号は、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第３３、議案第３３号、平成２５年度長与町水道事業会計補正予算

（第２号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第３３号、平成２５年度長与町水道事業会計補正予算（第２号）につ

きまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開き願います。今回の補正は、第２条、債務負担行

為をすることができる事項、期間及び限度額を設定するものでございます。

これは、平成２４年度に設定しておりました榎の鼻土地区画整理事業工事負

担金の債務負担行為に新たに追加するものであり、平成２６年度支出予定と

して限度額２,４７０万円を設定いたしております。内容は、北陽台配水池

建設に伴う第１浄水場のポンプ設備に係る変圧器盤等の追加工事による増額

でございます。 

 以上が今回の補正の内容でございます。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第３３号は、建設産業常任委員会に付託
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します。 

 お諮りします。 

 ただいま建設産業常任委員会に付託しました議案第３３号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう期限を

つけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３３号は、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第３４、議案第３４号、平成２５年度長与町下水道事業会計補正予算

（第２号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第３４号、平成２５年度長与町下水道事業会計補正予算（第２号）に

つきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開き願います。今回の補正は、第２条、収益的収入

及び支出の支出で、第１款下水道事業費１,９００万円の減額補正を行い、

総額を６億７,２９７万円といたしております。これは、処理場費が減額と

なり、営業費用を減額するものでございます。 

 次に、第３条、資本的収入及び支出の収入で、第１款資本的収入２５万円

の減額補正を行い、総額を４,８２８万８,０００円といたしております。こ

れは、国庫補助金の交付決定額が減額になったことでございます。また、支

出では、第１款資本的支出１,６００万円の減額補正を行い、総額を４億４

９８万８,０００円といたしております。これは、長寿命化計画策定業務委

託料及び取りつけ管改修工事費が減額となったことが主な要因で、建設改良

費の減額を提案いたしております。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３億５,６７０万円

は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４７２万６,０００円、

過年度分損益勘定留保資金１億１,１３８万７,０００円、減債積立金２億４,

０５８万７,０００円で補填するものでございます。 

 以上が今回の補正の主な内容でございます。 

 なお、議案の後に補正予算（第２号）に関する説明書を添付いたしており

ます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 



－ 256 －

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第３４号は、建設産業常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。 

 ただいま建設産業常任委員会に付託しました議案第３４号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう期限を

つけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３４号は、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第３５、議案第３５号、平成２６年度長与町一般会計予算を議題とし

ます。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第３５号、平成２６年度長与町一般会計予算につきまして、提案理由

の御説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。平成２６年度一般会計予算の総額

を１２２億１,１８７万２,０００円といたしております。この予算規模は、

平成２５年度に比べて９億９,７８８万５,０００円、率にしておおよそ８.

９％の増となっております。 

 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、２ページから７ペ

ージまでの第１表、歳入歳出予算に記載しておりますが、その主なものを御

説明いたします。 

 歳入の１款町税は、４２億５,３２９万７,０００円を計上いたしました。

前年度比２,８５０万８,０００円の減額でございます。個人町民税の減額が

主な要因でございます。 

 ２款地方譲与税から８款地方特例交付金までについては、平成２４年度決

算額及び平成２５年度の歳入状況、それと税率の改定分を考慮し、合わせて

３,９５０万円の増額で計上いたしました。 

 ３ページの９款地方交付税と１０款交通安全対策特別交付金は、前年度同

額を計上いたしております。 

 １１款分担金及び負担金では、児童福祉費各負担金の保育料、清掃費負担

金の長与・時津環境施設組合派遣職員給与負担金など、２億５,７５９万円

を計上いたしております。前年度比１,９８１万６,０００円の増額でござい

ます。これは児童福祉費負担金の増額が主な要因でございます。 

 １２款使用料及び手数料では、都市計画使用料、住宅使用料などの使用料
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及びごみ・し尿収集手数料などの手数料、合わせて１億４,４４１万５,００

０円を計上いたしました。前年度比１３７万７,０００円の増額でございま

す。 

 １３款国庫支出金は、１５億４,３８４万８,０００円を計上いたしました。

前年度比１億７３８万９,０００円の増額でございます。これは、都市計画

費補助金の増額が主な要因となっております。 

 １４款県支出金は、７億８,１８６万９,０００円計上いたしております。

前年度比８,９３４万４,０００円の増額計上であります。内容は、第６９回

国民体育大会会場ほか市町運営交付金、安心こども基金事業費補助金の増額

などが主な要因となっております。 

 １５款財産収入は、１,２２４万３,０００円で、前年度比１,０４０万７,

０００円の増額計上であります。普通財産売り払い収入の増額が要因であり

ます。 

 ４ページをお願いいたします。１６款寄附金は、前年度と同額計上でござ

います。 

 １７款繰入金は、１項特別会計繰入金のほか、２項財源調整としての財政

調整基金、減債基金からの繰り入れと、特定目的基金からの繰り入れを合わ

せて１１億５,３７７万９,０００円を計上いたしております。前年度比２億

９,７１７万円の増額であります。要因は、今回の予算編成の財源調整のた

めに、財政調整基金及び減債基金を前年度比３億５,０９０万８,０００円増

額しているのが要因でございます。 

 １８款繰越金は、前年度と同額計上でございます。 

 １９款諸収入では、小規模企業振興資金預託金元利回収金や雑入など、１

億２,９６２万６,０００円を計上いたしました。前年度比４,１１９万６,０

００円の増額計上であります。増額の主な要因は、第１４回全国障害者スポ

ーツ大会会場整備負担金の新規計上でございます。 

 ２０款町債は、１５億５,８６９万４,０００円を計上いたしました。４億

２,０１９万４,０００円の増額となっております。これは、平成１６年度に

借り入れた町債の元金未償還分３億７,９１９万４,０００円を借りかえるた

めの起債が主な要因でございます。借りかえを行った分は、歳出の１２款公

債費でその金額を償還するようにいたしております。 

 次に、５ページからの歳出につきまして主な内容を御説明申し上げます。

１款議会費では、長崎県町村議会議長会負担金などの増額により、１億６,

３３５万円の計上で、前年度比１０４万３,０００円の増となっております。 

 ２款総務費は、１５億３,０４２万１,０００円で、前年度比５,１９６万

３,０００円の増となっております。１項総務管理費は、一般管理費を減額

した一方、財産管理費、交通安全対策費、企画費、電子計算費、国民体育大

会推進事業費を増額しております。このほか、４項選挙費で減額計上となっ

ております。 

 ３款民生費は、３８億５,４９８万３,０００円で、前年度比１億４,４６

５万３,０００円の増となっております。１項社会福祉費の障害者福祉費の
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増、臨時福祉給付金給付事業費の新規計上、２項児童福祉費の児童福祉運営

費、３項老人福祉費の介護保険費及び後期高齢者医療費の増額が主な要因で

あります。 

 ４款衛生費は、１０億６,８６８万７,０００円の計上で、前年度比９５８

万円の増となっております。１項保健衛生費の保健衛生総務費、感染症予防

費、環境衛生費を減額した一方、２項清掃費のごみ処理費を増額いたしてお

ります。 

 ５款労働費は、３,４１０万１,０００円で、前年度比７１万１,０００円

の増額計上でございます。 

 ６款農林水産業費は、１億９,３７８万円で、前年度比８３５万８,０００

円の減額計上でございます。１項農業費の農業総務費及び農業振興費の減額

が主な要因となっております。 

 ６ページをお願いいたします。７款商工費は、５,４１１万６,０００円で、

前年度比９９２万１,０００円の減額計上でございます。１項商工費の商工

振興費の減額が主な要因でございます。 

 ８款土木費は、２１億１,３１６万５,０００円で、前年度比３億４５８万

円の増額計上でございます。主な増減は、１項土木管理費及び５項都市計画

費を増額する一方、２項道路橋梁費及び６項住宅費を減額計上いたしており

ます。 

 ９款消防費は、４億１,５００万２,０００円で、前年度比２,５３６万円

の増額計上いたしております。消防施設費での消防格納庫の建設及び小型動

力ポンプつき積載車購入費の予算計上が増額の主な要因であります。 

 １０款教育費は、１０億６,０６９万８,０００円で、前年度比３６８万６,

０００円の減額計上となっております。主な増減は、３項中学校費及び４項

幼稚園費の就園奨励費補助金を増額する一方、２項小学校費を減額したもの

が主な要因となっております。 

 １１款災害復旧費では、１,１６０万８,０００円で、前年度並みの計上と

なっております。 

 ７ページの１２款公債費では、１６億９,１９６万円の計上で、元金分の

償還や、歳入の２０款町債で御説明いたしました借りかえに伴う起債償還分

が増額、利子分が減額となる見込みで、前年度比４億８,１９５万２,０００

円の増額計上であります。 

 １３款諸支出金及び１４款予備費は、前年度同額を計上いたしております。 

 以上が歳入歳出予算の主な内容でございます。 

 ８ページをお願いいたします。第２表、債務負担行為では、起債管理シス

テムリース料以下１２件について、期間及び限度額を定めております。 

 ９ページをお願いいたします。第３表、地方債では、土地区画整理事業以

下７件について、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を

定めております。 

 以上が当初予算の主な内容でございます。 

 議案の後に平成２６年度長与町一般会計予算に関する説明書を添付いたし
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ております。また、平成２６年度長与町一般会計予算に係る主要な施策に関

する説明書につきましても、一部様式を追加して添付いたしておりますので、

あわせて御参照いただき、御審議を賜りますようよろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １９番、吉岡清彦議員。 

 １９番 （吉岡清彦議員） 

 １９番。何点かお聞きします。 

 予算に関する説明書のほうから聞きたいと思いますけれども、１３７ペー

ジの一番下のほうに橋梁長寿命化調査がありますけれども、これで今年度で

終わりとなるのかどうか、それを１点と。 

 あとは１４３ページの改良事業、４目ですね、負担金のところで、公共施

設管理者負担金１億７,０００万、これの行き先をちょっとお願いいたしま

す。こちらのほうの、主要な施策のほうの２０ページに少しは載っておりま

すけれども、１億７,０００万というのが少しちょっとわかりませんので、

よろしくお願いします。 

 それと、２２節のほうの７,０００万の補償、これがどういうところなの

か、よろしくお願いします。 

 それと、１６１ページの教育、町長の施政方針にもありましたけど、高田

小学校の整備が、体育館が載っておりますけれども、ちょっと予算の金額じ

ゃないですけど、洗切小学校体育館が保証期間があるということだったです

けど、それがいつまでなのか、あわせてわかったらお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 管理課長。 

管理課長 （森 浩平君） 

 橋梁の件に関してお答えいたします。 

 今年度、１５メーター以上の橋梁の詳細設計及び補修設計を２橋行います。

それと１５メーター以下の橋梁の詳細設計を８橋行いますので、今年度詳細

設計をして、工事が来年かかりまして、来年度で終わるということではあり

ません。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 建設部長。 

建設部長 （日野 勉君） 

 補足させていただきます。 

 先ほど議員さんがおっしゃったのは、多分全体的な意味での計画策定だと

思います。それについては完了しております。今、課長が申し上げたのは、

実際の個別の実施の設計でございます。予算計上している分はそれでござい

ます。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 
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都市整備 （道端和彦君） 

課  長  都市計画道路事業地元負担金という御質問だったかと思います。これにつ

いては、県事業費負担金ということで、県事業で高田線、そして吉無田三根

線を取り込んでやっていただいております。それに対する町の負担金でござ

います。 

 それから、公共施設管理者負担金１億７,０００万、これについては、組

合が区画整理事業でやっております。その中を西高田線ということで町施行

分の都市計画道路が入っております。組合のほうに一括して事業を行ってい

ただくことがより効率的ということになりまして、組合に代行して工事をし

ていただくと、そういうことでの公共施設管理者負担金ということになりま

す。 

 ことしで終わるかということでございますが、ことしが最終でございます。

以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育委員会総務課長。 

教育委員会 （森川敏幸君） 

総務課長  １６１ページの工事請負費のところですけれども、まず、屋内運動場整備

工事費、これにつきましては高田小体育館の屋根防水工事ということになっ

ております。 

 先ほど言われました洗切小学校の体育館ということですけれども、これに

つきましては、現在保証期間ということもありまして、来週には工事にかか

るようにいたしております。以上です。 

（「保証期間は」の声あり） 

教育委員会 （森川敏幸君） 

総務課長  保証期間は、１０年間の保証ですので、まだ残っているということになり

ます。 

議  長 （山口経正議員） 

 吉岡議員。 

 １９番 （吉岡清彦議員） 

 またちょっと、まだ戻らんばいかんわけですけれども、結局橋の場合も、

結局２１年度で策定して、今年度も上がっている。これで全部終わるのかと

いうね、この主要な施策の２０ページにありますよね。わかりますかね、２

と８ね。これでもう全部終わるのか、まだ残っているのかと。わかりますか

ね、それですね。 

 それと、１４３ページの補償費が７,０００万あったですね。これがどの

部分かというのを聞いているわけですね。わかりますかね、これね。まだま

だ、まだ後でね。 

 それと、洗切小学校のそれは残っているけども、だからいつまでかって、

あるからいつまでなのかって聞いてるわけですね。だからその点、あと３つ

かな、ちょっとよろしく、よく中身を答えてください。 

議  長 （山口経正議員） 
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 管理課長。 

管理課長 （森 浩平君） 

 委託に関しての御説明を行います。 

 今年度２橋と８橋を行うようにしておりますが、まだ１５メーターに関し

ましても、随時調査、点検、設計というのが残ってきますので、２８年度ぐ

らいには工事が終わるんじゃないかと。それは補助のつき方次第ということ

で、今の長寿命化計画の中ではそういうふうになっております。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 

都市整備 （道端和彦君） 

課  長  御質問の１４３ページ、街路事業に伴う補償費ということでの御質問でご

ざいますが、これについては、西高田線を進めるに当たって、県道側を付加

車線を１車線ふやすということで、県道沿いの家屋等の補償が出てまいりま

す。約７件ほどの補償を予定しております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育委員会総務課長。 

教育委員会 （森川敏幸君） 

総務課長  洗切小学校の体育館の保証期間は、約、１９年度か２０年度ぐらいに行っ

たと思います。ですから、その１０年間の補償ですので、まだ残りはあと５

年間ほどは残っているかと思います。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 １１番、岩永政則議員。 

 １１番 （岩永政則議員） 

 これは基本的なことなんですが、５５ページをお開きをいただきまして、

企画費の報酬がありますが、報酬の一番下にあります地域支え合いＩＣＴ、

これは町長の政策として取り組んでおられるわけですけども、ＩＣＴの給与、

報酬の２１６万という、この報酬で組んだ根拠、根拠というのは、条例上の

根拠というのは何をもってここで報酬で組まれたのか。昨年もありまして、

ちょっと気づいておったんですが、ちょっと後で忘れておりまして、今思い

出してですね。どういう根拠、条例の根拠をもって報酬で組まれたのかとい

うことを明確にしていただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画課長。 

企画課長 （松浦篤美君） 

 この地域支え合いＩＣＴ普及員報酬というものは、一応報酬なんですが、

実際３年間のモデル事業ということで、先進の新上五島町等の普及員さんの

報酬と比べて、この金額で設定したものでございます。ただ、どうしても条

例のほうでいきますと非常勤職員の非常勤の報酬条例、その中で条例根拠と

しては、一番最後の予算の範囲内ということで判断しております。以上でご

ざいます。 
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議  長 （山口経正議員） 

 岩永議員。 

 １１番 （岩永政則議員） 

 私、何を言いたいかといいますと、特別職の職員で非常勤のものの報酬、

費用弁償に関する条例の中に、この事項がなければ報酬を出す根拠がないん

じゃないかというふうに思ったもんですので、この２９３１ページから二、

三ページに、これをこう見てみても、私の条例上は載ってないんですね。少

なくとも報酬で出すならばこれに載ってなければ、その金額の根拠もないし、

適当な額を勝手に入れて、そして予算化しておると言わざるを得ないんです

ね。だから、本来はここに載せて、必要であれば条例改正して、そして初め

てこの普及員ですかね、これの報酬を出せるということなんです。そういう

ものがなければ根拠がないじゃないですか。あるんですかね、条例。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画課長。 

企画課長 （松浦篤美君） 

 特別職の非常勤の報酬及び費用弁償の表の一番下のところに、予算の範囲

内でということで規定があるかと思います。 

 今回のこのモデル事業といいますのは、３年間のモデルでございまして、

これから３年後に広げる場合は、現在の報酬等もちょっと見直した形で行い

たいと思っております。その関係で、特別職の非常勤の条例の最後の、予算

の範囲内ということで、ちょっと今回モデル事業ということでさせていただ

いております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 岩永議員。 

 １１番 （岩永政則議員） 

 要するに２９５３ページの一番下のその他の非常勤のものと、ここですね。

これを適用したということですね。わかりました。 

 ただ、性格上からいくと、８の報償費で組んでも何ら問題ないんじゃなか

ったのかなと。そうしますと規定も何も要らないわけですね。そういう感じ

もしたもんですのでね。わかりました。 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑ですか。答弁。質疑をしてください。答弁ね。 

 １１番 （岩永政則議員） 

 答弁はもういいです。 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑でお願いします。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 １８番、河野龍二議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 １８番。私は、主要な施策の説明書の中の３０、３１ページですね、町長

の施政方針の中でも、今回の予算は基金の取り崩しをかなりやったというこ
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とで説明がされておりました。先ほどの説明の中でも１１億２,５００万で

すね、財政と減債基金合わせてですが、かなりの額の取り崩しをやっている

ということで、お伺いしたいのは、基金のいわゆる配分された事業ですね。

これだけ多額の基金を取り崩して、どの事業に、基金ですから細分化されて

いる部分があるかというふうに思いますが、主な事業がわかれば説明してい

ただきたい。 

 もう一つ、先ほど少しありました１４２、１４３ページの街路事業費の中

で、街路整備工事費ですね。主要な施策の説明書から見ると、西高田線かな

というふうに思うんですけども、これは４億５,１００万組まれております。

この部分がどういう中身なのか説明していただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 財務課長。 

財務課長 （宮崎 望君） 

 お答えいたしますけども、２６の当初で財源調整のために財政調整基金及

び減債基金を約１１億２,５００万程度ですか、繰り入れて予算編成をいた

しております。 

 御質問の財政調整基金が、その１１億２,５００万の中で内訳が、財政調

整基金が５億７,５００万程度、減債基金が５億５,０００万、合わせて１１

億２,５００万になるんですけれども、財政調整基金の歳出項目に対して、

どの事業に幾ら充てたかというのは、それはわかりません。というのが、も

う財政調整基金というのは一般財源化しまして、それぞれこの事業に幾らと

いうのは、振り分けというか、そのいうのはいたしておりません。ただ、減

債基金については、公債費の元金の償還等に財源内訳上は割り振りをいたし

ております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 

都市整備 （道端和彦君） 

課  長  １４３ページの街路事業ということで４億５,１００万、これはどういう

ことかという御質問でした。 

 これについては、役場前の橋梁を２６年度から着工しようというふうに考

えております。そこで橋の下部工、それと橋脚、この部分を行っていこうと

考えております。それから、ツインキャッスル裏からまるみつのところの旧

道までアクセスをとりあえずさせたいということを考えております。そこの

部分での切り土工、これも含めて、主にそういう箇所をやっていきたいとい

うことで考えております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 河野議員。 

 １８番 （河野龍二議員） 

 財政基金の性質というのは、十分理解して質問させていただいているんで

すが、いわゆる一般財源とすることで、細部にわたって分けているというこ

とですけども、ですから、この基金を取り崩さなければならない、多額ので
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すね、いわゆる何が必要だったのかと。とにかく、先ほどちょっと関連する

かもしれませんけど、こうした街路事業をする中で、やはり財源が不足する

と。その基金を取り崩さなければならなかったという原因があるものなのか。

そこも含まれてると思うんですけども、そこら辺を少し確認して。ですから、

基金を取り崩さなければならなかった財源、全体と言われればそれまでです

けども、こういう工事が関連するものなのか、そこら辺をお伺いしたいとい

うのと。 

 これも総務委員会に付託される予定なんで、そこの中で詳しく議論してい

ただきたいと思うんですが、西高田線の橋梁、橋ですね、これ私は非常に、

この役場前から橋をかけるというふうな話をずっとされてますけども、今の

道路交通、車の交通量のことを考えると、この役場前の橋をかける、かなり

渋滞を引き起こすんじゃないかなというふうな予測をちょっとしてるわけで

すけども、まだ全然その数値的なものはないんですが、これ橋をかける前に、

一定その交通量の調査だとか当然されるんですかね。橋のかける位置も十分

僕は精査すべきじゃないかなというふうに思うんですけども、ちょっとその

辺は具体的にスケジュールとしてどういうふうに考えていらっしゃるのか、

お伺いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 財務課長。 

財務課長 （宮崎 望君） 

 １点目の、どうしてこれだけの基金の繰り入れをしなければならなかった

のかという趣旨の御質問だと思いますけども、この事業、一つの事業にこれ

だけ経費がかかったから財調を繰り入れるっていうんじゃなくて、全体的な

面で、個々の事業の積み上げはあるかもしれませんけども、この事業がふえ

たから基金を取り崩さなければならなかったかという考えじゃありません。 

 ただ、一つ、歳入歳出で平成２５年度と比べまして約９億９,０００、約

１０億の予算が増になっております。それぞれ歳出側でいうと、それぞれの

要因があるかもしれませんけども、最終的にそれを調整する意味で財調を繰

り入れたということで御理解いただきたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 

都市整備 （道端和彦君） 

課  長  この西高田線の橋梁の位置、どうやって決めているのかという御質問でご

ざいますけど、これについては、都市計画法に基づいて、都市計画審議会

等々の議を経てこういうラインになっとるわけでございます。 

 それから、交通量に関しても調査をした結果、それを踏まえた形というこ

とでも考慮しております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 ９番、森謙二議員。 
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  ９番 （森 謙二議員） 

 ９番。歳入のところで質問いたします。歳入の１款町税のところなんです

けれども、町税の合計として、合計は減額になっておるんですけれども、個

人町民税は増になっておりまして、ほか固定資産税や軽自動車税、町たばこ

税等は減額になっております。普通、素人の考え方からしたら、個人町民税

がふえたら、固定資産税、軽自動車税とか町たばこ税はふえるんじゃないか

なっていうふうに考えました。この個人町民税がふえて、その他が減ってい

るという、その背景を教えてください。 

議  長 （山口経正議員） 

 税務課長。 

税務課長 （田平俊則君） 

 町民税の個人税ですけども、これは減っていると思います、対前年比で。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 ３番、内村博法議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 １点のみお伺いしたいと思います。 

 土木費の８款２項道路橋梁費、これは、この中に、主要な施策に関する説

明書のほうがわかりやすいかもしれませんので、この主要な説明書の中の２

０ページを見ていただきたいと思います。管理課の分ですね。一番上の上段

のところに、駅前の歩道橋の補修が予定されとるんですけれども、ここは以

前から汚い、それから安全上問題があってということで指摘されていたとこ

ろですけれども、それで、やはりここは長与町の玄関口でもあるわけですよ

ね、この周辺はですね。それで、国体に、ことし国体があるわけですけども、

それに間に合うようにこの工事をされるのか、その１点だけお伺いしたいと

思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 管理課長。 

管理課長 （森 浩平君） 

 国体に間に合わせるように準備をしていきます。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第３５号は、総務常任委員会に付託しま

す。 

 お諮りします。 

 ただいま総務常任委員会に付託しました議案第３５号は、会議規則第４６

条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつけ



－ 266 －

ることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３５号は、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第３６、議案第３６号、平成２６年度長与町駐車場事業特別会計予算

を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第３６号、平成２６年度長与町駐車場事業特別会計予算につきまして、

提案理由の御説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開き願います。平成２６年度の駐車場事業特別会計

の予算総額は、歳入歳出それぞれ７０７万９,０００円とするものでござい

ます。この予算額は、前年度より２３万５,０００円、３.４％の増額となっ

ております。 

 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出

予算によります。 

 第２条の一時借入金借り入れの最高額は、５００万円と定めております。 

 それでは、歳入につきまして説明いたします。２ページをお開き願います。

歳入の主なものとしましては、１款使用料及び手数料、１項使用料７０７万

６,０００円を計上いたしております。 

 次に、歳出について御説明いたします。３ページをお開き願います。１款

総務費、１項総務管理費は、６７７万８,０００円を計上しておりますが、

駐車場管理委託料が主なものございます。２項繰出金は、存目としておりま

す。 

 ２款予備費は、３０万円を計上いたしております。 

 なお、本予算の内容につきましては、予算に関する説明書を添付いたして

おりますので、御参照賜りたいと思います。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第３６号は、総務常任委員会に付託しま

す。 
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 お諮りします。 

 ただいま総務常任委員会に付託しました議案第３６号は、会議規則第４６

条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつけ

ることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３６号は、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第３７、議案第３７号、平成２６年度長与町国民健康保険特別会計予

算を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第３７号、平成２６年度長与町国民健康保険特別会計予算につきまし

て、提案理由の説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開きください。第１条は、予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ４４億２,４７５万７,０００円と定めるものでございます。この予算

額は、前年度より３.１％の減額となっております。 

 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出

予算によります。 

 第２条の一時借入金の借り入れの最高額は、５億円と定めております。 

 第３条は、歳出予算の流用に関する規定でございます。 

 それでは、歳入から御説明いたします。予算書の２ページをお開き願いま

す。１款国民健康保険税７億９,９５２万６,０００円は、前年度比３.５％

の減額を見込み、計上いたしております。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金６億９,６１０万９,０００円は、医療費

等の見込み額により算定したものです。２項国庫補助金３億３,０８０万３,

０００円は、前年度比１０.２％の減で計上いたしております。これにつき

ましては、財政調整交付金のうち、被爆者の医療分に係る特別調整交付金の

減額が大きな要因となっております。 

 ４款療養給付費交付金は、退職被保険者分の医療費等の支出により交付さ

れるものですが、前期高齢者交付金に係る調整対象基準額の減額により、１

２.７％減の３億１,０６３万４,０００円を計上いたしております。 

 ５款前期高齢者交付金は、２４年度精算額を含め、前年度比１０％減の１

２億９,７４８万８,０００円を計上いたしております。 

 ６款県支出金、１項県負担金は、高額医療費共同事業負担金２,０３２万

３,０００円と、特定健康診査等負担金５６９万２,０００円の合計額で、同

額を国庫負担金にも計上いたしております。２項県補助金３億１,７３２万

１,０００円は、医療費等の見込み額により算定したもので計上いたしてお
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ります。 

 ７款共同事業交付金は、高額医療費共同事業交付金８,５７６万７,０００

円と保険財政共同安定化事業交付金３億７,４３８万８,０００円の合計額を

計上いたしております。 

 ９款繰入金、１項他会計繰入金は、一般会計繰入金で、前年度比２.６％

の増でございますが、消費税の税率アップが主なものでございます。 

 １０款繰越金は、前年度と同額を計上いたしております。 

 次に、歳出について御説明いたします。４ペ－ジをお開きください。１款

総務費は、１５.７％の減となっておりますが、主なものとしまして、昨年

度の健康管理システムの導入経費６９４万４,０００円の減額が主なもので

ございます。 

 ２款保険給付費は、前年度比２.５％の減となっておりますが、その内容

といたしましては、１項療養諸費が前年度比４.２％の減額となっているこ

とが主な要因でございます。 

 ３款後期高齢者支援金は、前年度比０.１％の増で、平成２６年度概算分

と平成２４年度精算分を計上しております。 

 ４款前期高齢者納付金は、前年度比６２.７％の増で、平成２６年度概算

額及び平成２４年度分の精算額により計上しております。 

 ６款介護納付金は、前年度比１.４％の減でございます。 

 ７款共同事業拠出金は、高額医療費共同事業医療費拠出金８,１２９万６,

０００円及び保険財政共同安定化事業拠出金４億３,２３１万９,０００円の

合計額を計上いたしております。 

 ５ページをお開きください。８款保健事業費、１項特定健康診査等事業費

２,８７３万円は、前年度比４.７％の増となっております。昨年度、平成２

５年度から平成２９年度までの第２期長与町特定健康診査等実施計画を策定

しておりますが、平成２６年度の健診受診率を４５％として計上しておりま

す。２項保健事業費は、保健衛生普及費２８７万９,０００円と疾病予防費

１,１６３万３,０００円を計上いたしておりますが、前年度比０.９％の増

となっております。 

 １０款、１１款、１２款につきましては、前年度と同額を計上しておりま

す。 

 なお、説明資料といたしまして平成２６年度長与町国民健康保険特別会計

予算に関する説明書を添付いたしておりますので、御参照いただきたいと思

います。 

 以上が本案の主な内容でございます。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 
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 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第３７号は、文教厚生常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。 

 ただいま文教厚生常任委員会に付託しました議案第３７号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう期限を

つけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３７号は、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第３８、議案第３８号、平成２６年度長与町後期高齢者医療特別会計

予算を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第３８号、平成２６年度長与町後期高齢者医療特別会計予算の提案理

由の御説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。平成２６年度長与町後期高齢者医

療特別会計予算の総額を歳入歳出それぞれ４億２,６１０万４,０００円と定

めるものでございます。この予算規模は、前年度と比較いたしますと９.

５％の増となっております。 

 歳入から御説明いたします。予算書の２ページをお願いいたします。１款

後期高齢者医療保険料は、３億４,５８８万９,０００円を計上いたしており

ます。 

 ３款繰入金７,９４６万７,０００円は、事務費繰入金１,９２２万２,００

０円、保険基盤安定繰入金６,０２４万５,０００円を計上いたしております。 

 ４款繰越金は、存目計上でございます。 

 ５款諸収入は、保険料還付金のほかは存目計上でございます。 

 次に歳出について御説明いたします。予算書の３ページをお願いいたしま

す。１款１項総務管理費４２９万４,０００円は、後期高齢システム改修費

等を計上しております。２項徴収費２３３万９,０００円は、徴収に係る郵

便料等を計上いたしております。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金４億１,７７８万１,０００円は、広域

連合への保険料等の納付金でございます。 

 ３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金６８万９,０００円は、過年度

分の保険料の還付金を計上いたしております。２項繰出金は、存目計上でご

ざいます。 
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 ４款予備費は、１００万円を計上いたしております。 

 以上が平成２６年度長与町後期高齢者医療特別会計予算の主な内容でござ

います。 

 なお、説明資料といたしまして平成２６年度長与町後期高齢者医療特別会

計予算に関する説明書を添付いたしておりますので、御参照いただき、御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第３８号は、文教厚生常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。 

 ただいま文教厚生常任委員会に付託しました議案第３８号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう期限を

つけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３８号は、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第３９、議案第３９号、平成２６年度長与町介護保険特別会計予算を

議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第３９号、平成２６年度長与町介護保険特別会計予算につきまして、

提案理由の御説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。第１条第１項では、平成２６年度

の保険事業勘定の総額を歳入歳出それぞれ２７億５２７万２,０００円、介

護サービス事業勘定の総額を歳入歳出それぞれ１,９１８万４,０００円とい

たしております。この予算規模は、保険事業勘定が６.５％の増、介護サー

ビス勘定は１.３％の増となっております。 

 それでは、歳入歳出の主なものについて御説明いたします。２ページをお

願いいたします。保険事業勘定の歳入から御説明いたします。１款保険料は、

第１号被保険者の保険料を５億９,７２２万２,０００円計上しております。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金は、介護給付費負担金４億８,８１３万
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円を、２項国庫補助金は、調整交付金、地域支援事業支援交付金を９,６０

４万１,０００円計上しております。 

 ４款支払い基金交付金は、第２号被保険者の保険料相当分で、介護給付費

交付金及び地域支援事業支援交付金を７億５,７０５万４,０００円計上して

おります。 

 ５款県支出金、１項県負担金は、介護給付費負担金を３億５,３４６万７,

０００円、２項県補助金は、地域支援事業交付金を７３６万５,０００円計

上しております。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金は、介護給付費繰入金、地域支援事業繰

入金、その他一般会計繰入金を３億９,１４８万４,０００円計上しておりま

す。 

 ８款繰越金は、１,４４５万円計上しております。 

 ９款諸収入は、全て存目計上でございます。 

 ３ページをお願いいたします。次に、歳出について御説明いたします。１

款１項総務管理費は、１,１４３万１,０００円計上しております。２項徴収

費は、介護保険料徴収嘱託員報酬等として４７７万２,０００円を、３項介

護認定審査会費は、認定審査会、認定調査に係る経費を３,４９１万６,００

０円計上しております。５項介護保険運営協議会費は、第６期介護保険事業

計画を策定するための経費を含めて計上いたしております。 

 ２款保険給付費は、要介護及び要支援の認定を受けた方が利用するサービ

ス費を支払う経費で、２５億８,９５３万２,０００円計上いたしております。 

 ３款地域支援事業費は、１項介護予防事業費を２,１００万円、２項包括

的支援事業・任意事業費を２,４００万円で計上しております。 

 ４款基金積立金は、存目計上でございます。 

 ５款公債費は、５０万円を計上しております。 

 ６款諸支出金は、保険料還付金等を３１万１,０００円計上いたしており

ます。 

 ７款予備費は、１,０００万円を計上いたしております。 

 次に、介護サービス事業勘定につきまして御説明いたします。歳入歳出そ

れぞれ１,９１８万４,０００円を計上いたしております。この勘定は、地域

包括支援センターが行う、要支援１、２の方へのケアプラン作成の収入を介

護予防給付費収入として、ケアマネジャーの報酬、居宅事業者へのケアプラ

ン作成委託料などを指定介護予防支援事業費として支出するものでございま

す。歳入を４ページに、歳出を５ページに記載しております。 

 以上が本案の主な内容でございます。 

 なお、説明資料といたしまして平成２６年度長与町介護保険特別会計予算

に関する説明書を添付いたしておりますので、御参照いただき、御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第３９号は、文教厚生常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。 

 ただいま文教厚生常任委員会に付託しました議案第３９号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう期限を

つけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３９号は、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 場内の時計で１３時まで休憩します。 

（休憩１１時５４分～１３時００分） 

議  長 （山口経正議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 日程第４０、議案第４０号、平成２６年度長崎都市計画事業長与町土地区

画整理事業特別会計予算を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第４０号、平成２６年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特

別会計予算につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開き願います。平成２６年度の歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ１０億１,９７６万５,０００円で事業の推進を図りた

いと考えております。 

 ４ページをお開き願います。地方債につきましても、高田南土地区画整理

事業に伴うもので、限度額４,０００万円を計上いたしております。 

 歳入歳出の主なものについて御説明いたします。２ページをお開き願いま

す。歳入の１款国庫支出金、１項国庫補助金として高田南土地区画整理事業

費補助金２億８,３１７万２,０００円を計上いたしております。 

 ２款県支出金、１項県補助金ですが、高田南土地区画整理補助金として６,

３２０万円を計上いたしております。 

 ４款繰入金、１項一般会計繰入金は、６億３,１３８万９,０００円を計上

いたしております。 

 ５款繰越金、１項繰越金は、２００万円を計上いたしております。 

 ７款町債、１項町債につきましては、高田南土地区画整理事業の都市開発
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事業債を４,０００万円計上いたしております。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。３ページをお開き願います。

１款土木費、１項都市計画費は、８億１,９０８万円を計上いたしておりま

す。事業内容としましては、主に道ノ尾駅前線、三千隠線改良工事、区画道

路整備工事及び造成工事、建物移転補償費を予定いたしております。 

 ２款公債費、１項公債費につきましては、起債償還金１億９,８６８万５,

０００円を計上いたしております。 

 ３款予備費、１項予備費は、２００万円を計上いたしております。 

 以上が平成２６年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計予

算の主な内容でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第４０号は、建設産業常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。 

 ただいま建設産業常任委員会に付託しました議案第４０号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう期限を

つけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第４０号は、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第４１、議案第４１号、平成２６年度長与町水道事業会計予算を議題

とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第４１号、平成２６年度長与町水道事業会計予算につきまして、提案

理由の御説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開き願います。第２条の業務の予定量としまして、

平成２６年度末給水戸数を１万５,５１１戸、年間総給水量を３６１万６,９

６６立方メートル、１日平均給水量を９,９０９立方メートルと見込んでお

ります。 

 第３条の収益的収入及び支出の収入では、第１款水道事業収益７億９,３
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７８万９,０００円を見込んでおります。この主なものは、水道料金の６億

８,９３１万８,０００円でございます。 

 支出では、第１款水道事業費用７億４,６５６万１,０００円を予定いたし

ております。この主なものは、水道施設等の維持管理費６億７,５７２万３,

０００円及び企業債の支払い利息など４,７１１万３,０００円でございます。 

 第４条の資本的収入及び支出の収入では、第１款資本的収入７,８８６万

円を見込んでおります。これは、榎の鼻土地区画整理事業に係る水源負担金、

高田南土地区画整理事業に係る工事負担金及び分岐工事負担金でございます。 

 支出ですが、第１款資本的支出４億３,３２８万７,０００円を予定いたし

ております。この主なものは、三根地区（吉無田三根線）配水管布設がえ工

事及び高田地区(高田南)配水管布設工事などの建設改良費２億７,７８２万

５,０００円及び企業債償還金１億５,３４６万２,０００円でございます。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３億５,４４２万７,

０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１,４４６万

４,０００円及び過年度分損益勘定留保資金１億１,９８３万５,０００円、

当年度分損益勘定留保資金６,６６６万６,０００円、減債積立金１億５,３

４６万２,０００円で補填する予定でございます。 

 ２ページをお開き願います。第５条の一時借入金の限度額は、３億円を予

定いたしております。 

 第６条の予定支出の各項の経費の金額の流用につきましては、営業費用と

営業外費用間といたしております。 

 第７条の議会の議決を経なければ流用することのできない経費は、職員給

与費１億４,１５９万８,０００円及び交際費１０万円を予定いたしておりま

す。 

 第８条の棚卸資産購入限度額は、１,３７８万８,０００円を予定いたして

おります。 

 以上が平成２６年度長与町水道事業会計予算の主な内容でございます。 

 なお、議案の後に平成２６年度長与町水道事業会計予算に関する説明書を

添付いたしております。御参照の上、御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ９番、森謙二議員。 

  ９番 （森 謙二議員） 

 ２ページの第８条で、棚卸資産購入限度額とあるんですけど、棚卸資産と

いうのをちょっと教えてください。済みません、わからないので。 

議  長 （山口経正議員） 

 水道課長。 

水道課長 （吉田邦彦君） 

 棚卸資産の内容といたしましては、鋳鉄管の口径１００ミリとか５０ミリ
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とかありますけど、そういう品物の購入でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第４１号は、建設産業常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。 

 ただいま建設産業常任委員会に付託しました議案第４１号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう期限を

つけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第４１号は、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第４２、議案第４２号、平成２６年度長与町下水道事業会計予算を議

題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議案第４２号、平成２６年度長与町下水道事業会計予算につきまして、提

案理由の説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開き願います。第２条の業務の予定量としまして、

平成２６年度末排水戸数を１万５,２５３戸、年間総排水量を４５７万８,０

００立方メートル、１日平均排水量を１万２,５４２立方メートルと見込ん

でおります。 

 第３条の収益的収入及び支出の収入では、第１款下水道事業収益１１億１,

３１８万円を見込んでおります。この主なものは、下水道使用料６億４,５

７６万８,０００円、一般会計からの補助金１億９,５００万円及び長期前受

け金戻し入れ２億２,６９８万３,０００円でございます。 

 支出では、第１款下水道事業費９億５,１８３万を予定いたしております。

この主なものは、下水道施設等の維持管理費２億８,７４９万１,０００円及

び減価償却費４億５,２０７万６,０００円、企業債の支払い利息９,４７７

万１,０００円でございます。 

 第４条の資本的収入及び支出の収入では、第１款資本的収入４,６２３万

３,０００円を見込んでおります。これは、浄化センター及び汚水管渠の長

寿命化計画策定に係る業務委託並びにマンホールぶた改築工事に伴う国庫補
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助金３,２００万円及び受益者負担金１,４２３万３,０００円が主なもので

ございます。 

 支出では、第１款資本的支出３億６,６７４万１,０００円を予定いたして

おります。この主なものは、建設改良費として、浄化センター及び汚水管渠

の長寿命化計画策定業務委託並びにマンホールぶた改築工事及び管渠長寿命

化改築工事等で１億２,１５１万円、企業債償還金２億４,４２３万１,００

０円でございます。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３億２,０５０万８,

０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４３４万２,

０００円、過年度分損益勘定留保資金７,１９３万５,０００円及び減債積立

金２億４,４２３万１,０００円で補填する予定でございます。 

 第５条の債務負担行為につきましては、水洗便所改造資金に対する利子補

給補助金として、平成２７年度から平成３１年度までの期間とし、限度額を

借り入れた改造資金に対して支払う利息相当額としております。また、水洗

便所改造資金に対する債務の損失補償として、償還期限到来後３カ月を経過

した日から履行の日までの期間につき、借り入れた改造資金の元金及び遅延

利息の合計額を限度額としております。 

 ２ページをお開き願います。第６条の一時借入金につきましては、借入金

限度額を３億円といたしております。 

 第７条の予定支出の各項の経費の金額の流用につきましては、営業費用と

営業外費用間の流用を予定いたしております。 

 第８条の議会の議決を経なければ流用することができない経費につきまし

ては、職員給与費８,３３６万４,０００円、交際費１０万円を予定いたして

おります。 

 第９条の他会計からの補助金につきましては、一般会計からの補助金１億

９,５００万円は、起債の支払い利息等に充当する予定といたしております。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第４２号は、建設産業常任委員会に付託

します。 

 お諮りします。 

 ただいま建設産業常任委員会に付託しました議案第４２号は、会議規則第

４６条第１項の規定によって、３月１９日までに審査を終了するよう期限を

つけることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第４２号は、３月１９日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 日程第４３、発意第１号、議会広聴調査特別委員会設置についての決議を

議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

 議会事務局長。 

議会事務 （酒井通博君） 

局  長  朗読します。 

 発委第１号、議会広聴調査特別委員会設置についての決議。 

 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１０９条第６項及び会議規則第

１４条第３項の規定により提出します。 

 平成２６年３月１０日、提出者 議会運営委員会委員長 金子 恵。 

 議会広聴調査特別委員会設置についての決議 

 本議会に下記のとおり特別委員会を設置するものとする。 

 １、名称、議会広聴調査特別委員会。 

 ２、目的、議会の広聴に関する次の事項について調査研究を行う。（１）

議会報告会について、（２）住民懇談会について、（３）政策討論に関する

こと、（４）その他議会の広聴に関すること。 

 ３、委員定数、６人。 

 ４、期間、本調査が終了するまでとし、閉会中も継続して調査することが

できる。 

 平成２６年３月１０日、長与町議会。 

 以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 お諮りします。 

 本案については、提案理由の説明、質疑、委員会付託を省略したいと思い

ます。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、提案理由の説明、質疑、委員会付託を省略することに決

定しました。 

 これから、発委第１号の討論を行います。 

 まず、反対討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 次に、賛成討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、日程第４３、発委第１号、議会広聴調査特別委員会設置につい

ての決議を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました議会広聴調査特別委員会の委員選任については、

委員会条例第７条第４項の規定により、安藤克彦議員、西田 敏議員、西岡

克之議員、佐藤 昇議員、河野龍二議員、山口憲一郎議員、以上６名の方を

指名したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名された方を議会広聴調査特別委員会委員に選任する

ことに決定しました。 

 これから、委員会条例第８条第１項、第２項、第９条第１項、第２項の規

定により、議会広聴調査特別委員会において委員長、副委員長の互選をお願

いします。 

 しばらく休憩します。 

（休憩１３時●●分～１３時●●分） 

議  長 （山口経正議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 議会広聴調査特別委員会委員長並びに副委員長の互選結果について報告し

ます。 

 委員長に安藤克彦議員、副委員長に河野龍二議員、以上のとおり互選の結

果を報告します。 

 しばらく休憩します。 

（休憩１３時●●分～１３時●●分） 

議  長 （山口経正議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 先ほど建設産業常任委員会に付託しました議案第３２号、平成２５年度長

崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）につい

て、お手元に配付されたとおり正誤表の説明の申し出があっておりますので、

許可します。 
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 都市整備課長。 

都市整備 （道端和彦君） 

課  長  建設部都市所管において、この議案第３２号、これについて訂正とおわび

を申し上げたいと思います。 

 予算書の３ページ、歳出でございます。２款公債費と表記するところを３

款と誤っております。正誤表のとおり訂正をお願いしたいと存じます。それ

から、説明書に関することでございますけど、２ページですね。これについ

ても、２款公債費と表示するところを３款公債費と誤っておりました。 

 議案提出後の訂正で大変申しわけありませんが、どうぞよろしくお願いい

たします。 

議  長 （山口経正議員） 

 ほかに皆様方からありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 これにて本日の日程は終了します。 

 本日はこれで散会します。お疲れさまでした。 

                            （散会 １３時２４分） 


